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第２章 たつの市の特性と現況 
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１ 自然的条件 

(１) 位置及び面積 

本市は、兵庫県の南西部、西播磨地域に位置し、東西15.7㎞、南北29.8㎞と南

北に長い地形で210.87㎢の面積を有しています。市域の北側には中国山地が広が

り、南は瀬戸内海に面し、南北に貫く形で清流揖保川が流れており、瀬戸内海国

立公園等を有する自然環境に恵まれた地域です。 

また、山陽自動車道、国道２号、179号、250号が市域を貫き、中国横断自動車 

道姫路鳥取線の供用が開始されるなど、広域的な道路アクセスが充実しています。 

更に、鉄道ではＪＲ山陽本線・姫新線が運行され、阪神間も通勤圏内となってい

ます。 

市北西部に位置する播磨科学公園都市では、世界最高性能の大型放射光施設

SPring-8を核とした先端科学技術が集積しており、豊かな自然環境のなかで、21

世紀の科学技術の発展を支える学術研究機能と優れた先端技術産業を中心に、快

適な居住環境を備えた国際的な科学公園都市を目指して整備が進められています。 

 

   ■たつの市の位置 

 

 

(２) 気候 

年平均気温は約15℃、年平均降水量は1,000mm～1,500mm程度となっており、全

般的に温暖で雨が少なく、瀬戸内式気候の特徴を表しています。 
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(３) 人口・世帯 

総人口は、平成７年までの推移では、一貫して増加の傾向が続きましたが、平

成12年では微減となり、令和２年（国勢調査）における本市の人口は、74,316人

となっています。 

世帯数は、増加の傾向が続いている一方、１世帯当たりの人員は減少を続けて

います。 

 

  【人口・世帯数の推移】 

区 分 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 

総 人 口 81,561 80,518 77,419 74,316 

一般世帯平均

世 帯 人 員 
3.12 2.91 2.76 2.60 

総 世 帯 数 25,559 26,803 27,297 27,757 
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２ 災害の危険性と被害の想定 

 (１) 想定される地震と被害の特徴 

地震調査推進本部の地震調査委員会における活断層及び海溝型地震の長期

評価結果に基づき、兵庫県内に大きな影響が予想される地震のうち、現時点で

の発生可能性を考慮して、南海トラフ地震、有馬高槻断層帯線～六甲断層帯地

震、山崎断層地震、中央構造線地震、日本海東縁部地震及び上町断層帯の地震

の地震規模と発生確率は、以下のとおりです。 

＜想定される地震の規模と発生確率＞ 

地震名 
地震規模 

（ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ）  

地震発生確率 

10年以内 30年以内 50年以内 

南海トラフ地震 8～9クラス 20%程度 70%程度 90%程度 

日本海東縁部地震 7.5～7.8 ほぼ0%～2% ほぼ0%～6% ほぼ0%～10% 

地震名 
地震規模 

（ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ）  

地震発生確率 

30年以内 50年以内 100年以内 

有馬－高槻断層帯

地震 
7.5程度 

ほぼ0%～

0.03％ 

ほぼ0%～

0.07％ 

ほぼ0%～

0.4％ 

六甲・淡路島断層帯

地震 
    

 

主部（六甲山地南

縁－淡路島東岸） 
7.9程度 ほぼ0%～1% ほぼ0%～2% ほぼ0%～6% 

主部（淡路島西

岸） 
7.1程度 ほぼ0% ほぼ0% ほぼ0% 

先山断層 6.6程度 ほぼ0% ほぼ0% ほぼ0% 

山崎断層帯地震     

 

主部（南東部） 
7.3程度 ほぼ0%～

0.01％ 

ほぼ0%～

0.02％ 

0.002%～

0.05% 

主部（北西部） 7.7程度 0.09%～1% 0.2%～2% 0.4%～4% 

草谷断層帯 6.7程度 ほぼ0% ほぼ0% ほぼ0% 

中央構造線地震 

（紀淡海峡－鳴門海峡） 
7.7程度 0.005%～1% 0.009%～2% 0.02%～4% 

上町断層帯地震 7.5程度 2%～3% 3%～5% 6%～10% 

地震調査研究推進本部地震調査委員会の長期評価（平成27年1月1日） 

本市域において大きな影響が予想されるのは、南海トラフ地震と山崎断層帯

地震です。 
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① 南海トラフ地震 

南海トラフ地震は、これまでのパターンから考えて、21世紀前半に発生する

可能性が極めて高く、平成13年に兵庫県が発表した、津波災害研究会の調査結

果によると、1854年の安政南海地震（Ｍ8.4）を基本地震とし、発生した場合、

長時間（１分以上）揺れが継続し阪神南地域では５弱以上、特に南部では６弱

の震度に達すると予想され、高層建築物への影響や埋立地等での液状化現象が

危惧されます。 

また、地震による津波は、南あわじ市の沿岸では地震発生後44分で津波の第

１波が到達し、その最高津波潮位はT.P+8.1ｍが予想されています。 

本市でも地震発生後120分でT.P+2.3ｍの津波が予想され、陸域の沈降と河

川・海岸等の構造物が地震動による沈下、水門・陸閘等は常時閉鎖の施設以外

が開放状態とした場合は、259haの浸水区域面積が想定されています。 

 

 
 

①－２ 南海トラフ巨大地震・津波被害想定（平成26年６月） 

平成26年６月３日に兵庫県が作成した「兵庫県南海トラフ巨大地震・津波被

害想定」が公表されました。 

この被害想定は、平成24年８月と平成25年３月に国が公表した被害想定を踏

まえつつ、兵庫県独自の浸水想定を基礎にする等地域特性を考慮した被害想定

をとりまとめたもので、主な計算条件、主な本市の被害及び被害想定は以下の

とおりです。 

  

本市の津波浸水想定図 

出典：兵庫県 南海トラフ巨大地震津波被害想定 平成26年６月 
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【主な計算条件】 

項 目 計算条件 

想定する 

シーン 
発災季節 
・時刻 

特 徴 

冬の早朝５時 

多くの人が自宅で就寝中に被災。家屋倒壊による

人的被害発生の危険性が高く、津波からの避難が

遅れる可能性があります。 

夏の昼間12時 

木造建物内の滞留人口が一日の中で最も少ない

時間帯。就業中や在校中の人が多く、海水浴客等

海浜利用者も存在します。 

冬の夕方18時 
最も火気の使用が多く、火災の危険が高まる季

節・時間帯です。 

地震動 国の検討会が設定した地震動のケースの中で、兵庫県内各市町の

最大震度が最も大きくなる「陸側ケース」を採用します。 

津 波 兵庫県独自の津波浸水シミュレーション結果のうち、ケース１

（越流時破堤・門扉開放）を採用します。 

防潮堤・河川堤防 防潮門扉・水門 越流の影響 

あり（沈下あり） ※一部閉鎖 越流時破堤 

 

【主な本市の被害】 

項 目 被害想定 

建物被害 

全壊棟数等は最大時(冬の夕方18時発災)が484棟で、半壊棟

数は最大時(冬の早朝５時発災、夏の昼間12時発災)が3,169

棟です。 

人的被害 

死者は最大時(冬の早朝５時発災)が234人で、負傷者は最大

時(冬の早朝５時発災)で637人です。このうち、揺れ及び津波

による割合が多数を占めます。 

ﾗｲﾌﾗｲﾝ被害 
断水(12,512人)、下水道支障(1,112人)、停電(87軒)及び通信

支障(201回線)等ライフラインの支障が生じます。 

避難所生活者 

避難所生活者数は最大時(冬の早朝５時)が2,159人で発災当

日ピークとなります。 

発災から１週間後では最大で(夏の昼間発災12時発災)655人

まで減少します。 

帰宅困難者 
公共交通機関の停止等により3,970人(夏の昼間12時発災)の

帰宅困難者が発生します。 
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【本市の被害想定】※人的被害・建物倒壊は冬の早朝５時、火災(焼死者数)は

冬の夕方18時を仮定に算定しています。 

最大震度 震度５弱～６弱 

建築物被害 揺れ 全壊 251棟 

半壊 1,887棟 

液状化 全壊 19棟 

半壊 594棟 

火災 焼失 2棟 

人的被害 建物倒壊 死者数 13人 

負傷者数 367人 

火災 焼死者数 0人 

避難者数 2,159人 

 

② 山崎断層帯地震 

平成７年の兵庫県南部地震直後から山崎断層帯地震周辺の微小地震活動が

活発化しています。この原因は、兵庫県南部地震で六甲から淡路の断層系がず

れたために周辺地域の応力分布に増減が生じたとする考えがあります。これと

は別に地殻ブロックの相互の働きによるとの考えもあります。山崎断層帯地震

は、震源地付近では震度７に達することもあり得る内陸直下型地震で、その場

所が臨海部に近いほど播磨地域を中心としてかなりの数の家屋倒壊や火災の発

生、ライフライン等への大きな被害の発生が予想されます。阪神間南部地域で

は震度５～６が想定されています。 
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②－２ 山崎断層帯地震被害想定 

兵庫県による山崎断層帯（大原・土万・安富・主部南東部）の被害想定結果

によると、山崎断層帯地震での本市の被害想定は以下のとおりです。 

 

【主な本市の被害】 

項 目 被害想定 

建物被害 
全壊棟数は最大時(冬の夕方18時発災)が3,289棟で、半壊棟数

は7,757棟です。 

人的被害 

死者は最大時(冬の早朝５時発災)が204人で、負傷者は最大時

(冬の早朝５時発災)で852人です。このうち、揺れによる割合

が多数を占めます。 

ﾗｲﾌﾗｲﾝ被害 
断水(49,429人)、下水道支障(9,653人)、停電(10,835軒)及び

通信支障(7,174回線)等ライフラインの支障が生じます。 

避難所生活者 
避難所生活者数は24,445人で発災当日ピークとなる。発災か

ら４日後で17,690人まで減少します。 

帰宅困難者 17,019人の帰宅困難者が発生します。 

 

【本市の被害想定】※人的被害・建物倒壊は冬の早朝５時、火災(焼死者数)は

冬の夕方18時を仮定に算定しています。 

最大震度 震度７ 

建築物被害 

揺れ 
全壊 2,868棟 

半壊 7,220棟 

液状化 全壊 186棟 

火災 焼失 5棟 

避難者数 9,942人 

人的被害 建物倒壊 死者数 181人 

負傷者数 802人 

火災 焼死者数 1人 

 

 (２) 風水害の被害想定 

風水害の被害想定としては、本市の過去における被害、特に昭和51年９月の

台風第17号、平成２年９月の台風第19号及び平成16年９月の台風第21号による

災害を参考とします。 

また、近年では、予想できない集中豪雨が頻発し、全国的にも30年前と比較

すると、猛烈な雨（80㎜/h）が降る回数が増加しており、土砂災害も頻発して

いるため、過去の災害に捉われることなく、最大限の注意を払う必要がありま

す。 
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 (３) 大規模火災 

大規模火災は、兵庫県内においてはこれまでもしばしば発生していますが、

強風、乾燥といった気象条件のときに発生した火災は、大火につながりやすい

もので、特にフェーン現象が起きたときは、注意が必要となります。 

  


